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人 口 ・ 面 積( 52. 12. 1)

世 帯　　　204, 987
人 口　　　624, 478
男　　　316, 131
女　　　308, 347

面 積　　　53. 25km2
人 口密度　11. 727 人/ km2

賀

正

あたらしい　空へ

ちからいっぱい投げあげよう

ぼくの　 わたしの　大きいねがい

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

足
立
区
長

長
谷
川

久
勇

区
民
の
皆
さ
ま
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸

と
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
今
の
経
済
情
勢
は
、
イ
ン
フ
レ
物
価
高
と

不
況
の
探
刻
化
に
淬
い
区
民
生
活
に
多
大
の
影

響
を
あ
た
え
、
ま
た
区
民
の
皆
さ
ま
に
十
分
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
財

政
も
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
昨
年
は
区
政
の
五

本
柱
で
あ
る
「
生
活
環
境
の
整
備
」
「
青
少
年

の
健
全
育
成
」
「
牡
会
福
祉
の
充
実
」
「
大
震

火
災
対
策
」
「
公
欝
防
止
と
緑
化
推
進
」
の
実

現
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
は
、
区
民
の
皆
さ
ま
の
区
政
に
対
し

て
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
お
陰
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
特
に
,
ね
た
き
り
老
人
の
緊
急
一
時
保
護

制
度
、
身
体
障
害
者
タ
ク
シ
ー
事
業
を
新
た
に

発
足
さ
せ
た
ほ
か
。生
業
資
金
貨
付
金
、
応
急

小
口
資
金
貸
付
金
の
増
額
等
、不
況
の
影
響
を

腹
接
受
け
ら
れ
や
す
い
方
々
を
中
心
と
し
た
福

祉
の
充
実
が
は
か
ら
れ
た
と
存
じ
ま
す
。

今
年
も
こ
の
五
大
施
策
を
軸
に
し
て
、区
政

全
般
に
わ
た
り
、敏
大
の
効
果
が
あ
が
る
よ
う
、

努
力
す
る
決
意
で
お
り
ま
す

。区
民
総
合
体
育

館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
竹
の
塚
区
民
セ
ン
タ
ー
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
新
し
く
区
民
の
皆
さ

ま
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
今
年
は
「
足
立
区
幕
本
構
想
」
を
策

定
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
鑰

定
に
あ
た
っ
て
は
区
民
の
皆
さ
ま
の
意
思
の
反

映
を
図
り
。
足
立
区
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
と
も

に
創
り
あ
げ
た
い
と
存
じ
ま
す

。

今
年
も
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
臨
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

足
立
区
議
会
議
長

古

性

直

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

新
し
い
年
を
迎
え
、
区
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

私
は
昨
年
七
月
、
議
長
に
就
任
以
来
、
議
会

の
円
満
な
運
鴬
と
区
政
の
伸
展
を
第
一
義
と
し

て
、
誠
心
賊
意
兮
力
を
服
ね
て
ま
い
り
、
お
か

げ
を
も
ち
ま
し
て
人
遇
な
く
越
年
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の
ご
女

桜
、
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
、
深
く
感
謝
を
巾

し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
こ
こ
数
年
来
の
低
経
済

成
長
の
影
響
と
物
価
の
高
騰
に
よ
り
ま
し
て
、

私
た
ち
の
生
活
は
、
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
っ
て

お
り
、
区
財
政
に
お
き
ま
し
て
も
、
税
収
を
始

め
と
す
る
歳
入
財
源
の
大
幅
な
伸
び
悩
み
に
よ

り
、
財
政
の
硬
直
化
は
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
現

状
に
あ
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
福
祉
施
笊
を
は
じ
め
、

多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
、
区
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
数
多
い
ご
要
黛
に

応
え
る
施
策
を
進
め
る
か
が
、
重
要
な
課
題
で

あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。

昭
和
y几
十
三
吊
の
新
春
に
あ
た
り
、
区
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま

え
、
限
ら
れ
た
財
政
事
情
の
中
か
ら
、
で
き
る

か
ぎ
り
の
施
策
を
購
じ
て
区
政
の
伸
展
を
は
か

り
,
ぺ
十
二
万
区
民
の
倫
託
に
応
え
る
た
め
、

国
お
よ
び
邵
の
施
策
と
相
ま
っ
て
、
区
政
全
般

に
わ
た
り
て
般
人
の
効
果
が
あ
が
る
よ
う
、
努

力
す
る
決
意
で
あ
Iり
ま
す
。

ど
う
か
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層
の

ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
て

、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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明日に
向かって 変貌する

足 立

明る
く

住みよい町へ建設すすむ

現在区の人口は62 万余、これは昭和20 年の3 倍以上にあたり、かつて

の田園 地帯の姿は想像できないほど 、急激に市街化が進んでいます。

人 が多く住みはじめま すと、それにつれて公共施設が必罰 こなり、区

では「明るく住みよい 定立」を目 標に、いろいろな事業 を積 極劇こ実施

し ていま す。

また、昨年から 皆さ んのこ意見を反映して足立区の将来矇を描く 「足

立区基本構想」策定ガはじめられまし た。

そこ で、今回は皆さ んが利用できる施設を中心に、近く開設するもの

をご 紹介します。

▲ 竹の 塚センタ ー

竹の塚駅から徒歩5分、教育センター隣接

地に址設中です地上5階建で、延

べ面積4, 911m2の中にぼt第16出張陏丶心
身恥、害矜福祉センター清掃工場関連施設、

福縋事舟所J れり館、哇公教育 館、学 童

保育i ができまL9 碚円の費用をか汢、54

午4 り開館 予定? す。

室内プール・老人福祉センター
足立清掃工場関連施設

西保 木間四 丁目 の清掃 工場建て替えの見返りとして、 鄒

か辱に て、区に継供される施設です 室内プ ーりほ、消
掃 に場叭淤熱を刊j l乢 た誰水プー ルで 、25mX15m と15m

× 5m があり、53 年10月に開館を 予定しでいます。 また、

笆人偏阯センターは、 們、政室、ねた きり 老人浴室 、娯楽室、

大広間な どがあり、54 年411 関 館予定て寸

保健センター ▲
現在、区内には保健所が、・) 、保健相談所匹匹叭り、

区民の健康保持に努めています。このセンターは、保健事

業をより充実するためのもので、伊興麗朏沼竹の塚駅西

側 に、地 上 二階建で 延面積1, 962m1 で、53 年9 月開設

をめざし て建設中で す
。
足 立保健所 がここに移転し、成 人

病 予防の設備なども整 ってい ます 工費4 億5 千ぴ|り

▲ 児童館・老人館
身近なところに児童館や老人館を、そんな

願いをこめて、これらの施設の建設を進めて

います。今、区内には児童館9館、老人館が

4館ありますが、今年4月に小台二丁目と栗

原四丁目に児童館、老人館が開館します。ま

た、9月には中? l 」目と中央本町四丁目に

もできます十子供やお年寄か、住まいのに

心近くの児童館や老人館でのんびりてきるのも、

そ う 嶝 ぐ 皿 い よ う でj

▲ 小台児童館・老人館

小・中学校
現在、区立の小・中学枚は104校で、23区中

でも一番多い数です。足立区の人口は 、年に

約5 千人ずつ増えています。これに伴っ て、

学校建設 も大切な事業の一つとして進めてい

かなければなりません。今年は、辰肥小ご 花

畑北中、伊興巾の3 校が建 設されます。

総合体育館 ▲
保 本間町( 渕江高校隣り) に、休育の殿堂とも言えるよ

うな、総合体育館の建設が進んでい ます。その名の とおり、

地上5 階。地下1 階の内部には、大・小体育館、柔・剣道

場 、大トレーニング室などを備えています。 この体 育館は、21

億4 千万円の費用をかけ、S4年5 月に開館しますが、引き

つづいて、陸上竰技場 、テニスコート、プール、フ イール

ドア 疋レチッ ク、児童球技場などもできる予定です。

国民健康保険保養所 ▲
静岡眼の伊豆 高原に、231g で初の国氏健康 保険保餐所が

で きます。 潮の香りと商原の縁 が、あなたに安 らぎを運ん

でくj 1 るでしょう。53 年6 月に 開設の干定 で。2 億9 千万

円の 費川をかけ 、今工事が進んでいます。 。二噛妲1 延面柚1, 433

ぼ3 で、和室11 、洋室( 身障者用パス 、ト イレ付) 1
室の12室があり、定員は58 人です。

昭和52年

区
内
の

主
な
で
き

ご
と

1 月

7 日　大乗院でじんがんな祭り

15日　成人の日 区内成人者数8, 696名

' 勝専寺でえんま開き

21日　初大師( 写真)

一　 傑育料改訂…昭和39年以来

2 月

3 日　節分… 西新井大師でだるま焼

23日　特別区財源鹽得大会、1廴段会館

で開く

3 月

1日　竹の塚西口転車バークオープン
、 予算案まとまる。總顧778億7 千

万円

一　 大谷田 ーjー目:こ区で4 番n の惱

蓄貪峰完成

4 月
1　11　西新井公益質星廃止
・ 東伊興児童館オープン
16日　犬島4ー位50年記念公園に舎人麻

牀公園が還ばれる

5 月 8 日　わんぱく相撲東京場所の足立区
予選開かれる( 写裏)

12日　区艮拝勦応接咀開かれる
15日　中j、ーで投網まつり

6月
11　 保創司3 園( 水師僑 ー大谷田第

一ー第二) オープン

入谷、舎人、八木町など各地で

田植( 写真)

l 日 福 祉 タ お7 十 禰 度 た 七

10 日 ご 貳 会 ぺ 法 乢 減j 泡?

20 日 毎 月20 日 を 青 少 年 髦 冫 有 成 ふ

日十l 心 介1

25 日 垠 む嗔 怱 葢J 会 兒 紀

30 日十x 圦 畩 凉 ヘ冫( 写 真)

8月 1 日Q 人 冫 气 哨 蔭 ド 唄 字 り に 叺

14 日 区 民 水泳 大 会

10日足立、葛飾、汀ペ3区ド水道

pl てt i a 発(

20 日 大 谷 田 児 童館 ・ 老 人鯨 り ーり
「

1j J 心
でRt り( 写 真)

1 日j f 凾肖 喋 リj 児 童 館 開 配

10日 区 民 大 差 躬 会( 写 真)

13 日 本 番 さ な が ご 町 汗乃 ら 宍映

11 月

1 日 ね た き り 老 人 ふ 髦 急 桴?4 私

度 ス タ ー卜

23区てりごn転甲ル㎜整理H

夊 置J

14 日 足 立 請 髣 工場 極 載 閔 姑

23 日 灸 瓦l で 亂l まつn

12月4 日 ヘ 瞳 週 閧 稈 利t で

21 日 衲 め ふ 廴沁
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成
人
の
集
い
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

こ
の
一
年
間
に
成
人
に
な
ら
れ

た
方
を
対
象
に
こ
れ
を
記
念
し
て

、

「
成
人
の
集
い
」
を
次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。

成
人
に
な
ら
れ
た
方
に
は
、
前

も
っ
て
年
賀
状
で
、
ご
案
内
を
さ

し
あ
げ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
案
内

状
を
当
日
、
会
場
へ
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

■
対
象
　
昭
和
三
十
二
年
一
月
」
r

六
日
か
ら
昭
和
三
十
三
年
一
月

十
五
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

■
日
時
・
場
所

①
一
月
十
五
日
午
前
十
時
三
十

分
か
ら
F
文
化
会
館
午
前
の
郎

…
(
第
六
・
十
・
十
一
・
十
じ

・
十
八
・
十
九
・
東
綾
瀬
・
東

柴
壌
・
花
畑
の
各
出
鍛
所
管
内

の
方
)

②
一
リ
r
五
日
午
前
卜
時
三
十

分
か
ら
:
哩
業
振
興
館
公
4
一
堂

…
(
常
東
・
第
二
・
四
・
E
・

十
二
・
j
r

の
各
出
張
所
管
内

の
方
)

③
一

月

十
五

日

午
後

一

時
三

十

分
か
・
り
・
文

化
へ
'一
餡

午

陂
の

部

…
(

第
七

・

八

・
几

・
十

丿一
・

十
四

・

十
五

・

十
六

・

覧
浜

の

各

出

畷
所

管

内
の

力
)

■

講
演
　

①
会

場
…
楠

泰
憲

占
|

②
会

場
…

福

島

幸
雄

氏

③

会

場
…
樋

口
恵

子
氏

◎

服
装

は

、
華

美
に

な

ら

な
い
よ

う

に
平

服

で

ご
参

加
く

だ

さ

る
よ

う

お
願

い

し
ま

す

。

◎

各
会

場
に

は

、駐

車

場
が

あ

り

ま
せ

ん
の

で

、
申
は

で
遠

庫

ぐ

だ

さ
い

。

■

問

い

合
わ

せ

先
　

教
育

委

員
会

文

化

係

公害の ない
緑ゆたかな街へ
各種コンクール入賞者きまる

公
害
防
止

環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー

「
公
害
の
な
い
町
、
緑
と
や
す
ら

ぎ
の
町
を
め
ざ
し
て

」
を
テ
ー
マ
に

今
年
度
も
足
立
区
中
学
生
公
害
防
止

・
環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
〇
〇
六
点

に
お
よ
ぶ
応
募
作
品
を
鮟
眼
に
審
査

し
た
納
裂
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。
優
秀
な
作
品
は
、
区
の
ポ

ス
タ
ー
や
、
P
R
用
マ
ッ
チ
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

な
お
、
一
月
1

響
三
日
か
ら
乙
ト

八
日
ま
で
、
区
R
所
一
階
ホ
ー
ル
で

作
品
を
一
部
展
示
し
ま
す
。

◎

主
な

入
賞

者
(

敬

称

略
)

〈
公
害

の

部

〉

区

長
賞
…
野

口

な

ぎ
さ
(
東

綾

瀬
中
)

写

真
左

上

金
賞
…
加
藤
勇
(
十
四
中
)
・
中
村

恵
笑
(
蹲
井
中
)

銀
賞
…
眤
藤
伸
也
(
十
中
)・
高
橋
伸
G
(
F
K

中
)
・
塚
田
眼
人
(
九

中
)
・
野
口
悟
(
十
中
)
・
森
本

有
美
(
十
六
中
)

銅
賞
…
安
孫
子
勇
(
花
畑
中
)
・
池

田
多
書
乃
(
東
綾
瀬
中
)
・
6
関

文
子
(
四
中
)
・
岡
沢
健
治
(
東

綾
瀬
中
)
・
柾
并
俊
博
(
十
中
)

・
清
水
鑪
(
ぶ
(綾
瀬
中
)
・
高
蜒

明
(
十
五
中
)
・
上
屋
蹶
(
十
六

中
)
・
戸
室
一
笑
(
東
綾
瀬
中
)

・
寮
岡
豕
樹
(
九
中
)

佳
作

…
浅
濳
み
ゆ
き
(
十
中
)
他
こ

〈
緑
化
の
部
〉

区
長
賞
…
上
野
由
美
(
九
中
)

写

真

左
下

金

賞
…
場

出
敬

子
(

蒲

原
中
)

・

中

旧
耋
(

山一
綾

瀬
中
)

銀

賞
…
石

愿

笑
F

代
(

‥呎
綾
瀬

中
)

・
煢

田

函
治
(

四

中
)

・

込

山
泉
(

江

南

中
)

・
藤

田

宣
子
(

江

南

中
)

・
藤

野

か
お

る
(
東
綾

瀬

中
)

銅

賞
…
お
崎

叉
砂

江
(

十
中
)

・
大

崎
宏
子
(

八

中
)
・
奥

欲

肌
人
(

東

綾
瀬

中

ご

淌
実

恭
子
(

乢

中
)

・
佐

藤
裕
(

江

南

中
)

・

島
田

淳
(

東

綾
瀬

中
)

・

中

林
賀

奈
子
(

東

綾
瀬

中
)

・
平

井

美

十
里
(

卜
中
)
・

福
島

智
(

十

四

中
)

・

枚

島

智
子
(

江

南

中
)

佳
作

…
秋
山

佳

栄
(

七

中
)

他

三

十

名

「
自
然
と
緑
」
の

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

区
で
は
、
や
す
ら
ぎ
と
ゆ
と
り
を

も
た
ら
す
緑
の
町
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
区
内
の
自
然

や
緑
へ
の
親
し
み
を
更
に
深
め
て
い

た
だ
こ
う
と
、
緑
化
に
つ
い
て
の
写

真
を
募
集
し
ま
し
た
。

約
二
百
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査

会
の
結
果
、
次
の
方
々
の
作
品
が
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。(
敬
称
略
)

推
選
　
小
森
伊
都
子
(
上
の
写
真
)

特
選
　
G

鏑
M
宏
、
田
日
良
治
、
小

泉
誠
之

入
選
　
鳩
水
徳
蔵
、
他
に
九
名
の
方

々
が
入
選

環
境
づ
く
り
の

区
民
大
会
を
開
催

一
月
十
八
日
(
水
)
午
前
十
時
か

ら
産
業
振
興
館
(
区
役
所
と
な
り
)

で

、
環
境
づ
く
り
区
民
大
会
を
開
催

し

ま
す

。

〈
三

階
公

会

堂

〉
…

新

生

活

連
動

関

係

の

バ
ネ
ル

デ
ス

カ

ッ
シ

ョ
ン
、
小

・

中

学
生
の

交

通

安

全
作
文

コ

ン

ク

ー

ル
入

選

作
の

朗

読
、
郷

土
芸

能
の

上

演

、
新

生
活

・

美
化

・

交
通

安

全

・

献
血

功

労
者

の

表
彰

<
二
階

ホ

ー
ル

〉
…

ゴ
ミ
の

中

か
ら

こ

ん
な

も
の

涎

、
不

用

品
を

ま

た
使

い

ま
し

ょ
う

コ

ー
ナ
ー

※
な

お

、二

階

ホ
ー

ル
の

品

物

は
、
抽

せ
ん

で

無
料

で

麗
し
k

げ

ま
す

。

く

わ

し
く

は
、
区

役
所

生
活

環

境

係
へ

。

区民カレンダ ー( 1月5日～2月4日)

ね

た

き

り

老

人

の

訪
問
看
護
制
度
ス
タ
ー
ト

区
で
は
高
齢
や
傷
糾
等
の
た
め
、

身
体
が
不
自
由
に
な
り
、
ね
た
き
り

の
状
態
で
生
活
さ
れ
て
い
る
お
年
寄

り
の
生
活
を
少
し
で
も
改
両
す
る
た

め
、

。月
四
口
か
ら
氛
訪
問
n
攅
制

度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
、

こ
の
串
業
は
紅
団
法
人
「
足
立
区

医
師
会
」
の
協
力
を
財
て
実
施
す
る

も
の
で
す
。
現
在
区
内
に
は
約
十
三
Q
(

十
人
の
お
哄
寄
り
が
ね
た
き
り

の
状
態
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
符
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
叫
院

等
の
施
股
に
入
っ
て
い
る
力
の
割
合

は
一
九
・
一
%
、
自
宅
で
縦
養
さ
れ

て
い
る
方
の
朔
合
が
八
い
二
%

に

な
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
龝
股
の
敢
も

允
分
で
は
な
く
今
汝
、
充
促
さ
れ
る

こ
と
が
必
麕
で
す
。

し
か
し
一
方
で
は
家
族
の
愛
惴
や

地
域
の
方
々
の
励
ま
し
を
う
け
て

、

叫
能
な
限
り
自
宅
で
生
活
を
統
け
て

ゆ
く
中
に
、
お
年
寄
り
の
幸
せ
が
あ

る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

訪
問
捐
讚
制
度
も
優
西
の
E
旨一に

も
と
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
制
度
で

、

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
対
象
に
な
る
方
…
区
内
に
庄
ん
で

い
る
六
丿
瓦
嗔
以
上
の
在
宅
去
で
、

常
時
他
人
の
介
護
が
な
け
れ
ば
日
常

の
生
活
が
維
持
で
き
な
い
状
態
に
あ

忝
方

マ
業
務
の
内
胄
…
医
師
ま
た
は
、a

護
哺
が
お
年
寄
り
の
自
宅
を
訪
問
L

て
、
つ
ぎ
の
業
務
を
行
な
い
ま
す
。

冬
季
の
献
血
に

ご
協
力
を

一
刈
九
日
～
二
月
八
日
は
、献
阻

推
進
強
調
月
間
で
す
。
ぜ
ひ
、あ
な

た
も
ご
臨一
力
く
だ
さ
い
。

<
一
月

の

献
血

日
程
>

十
二
日
(

木
)

…
弥

生
小

学

校

十

八
日
(

水
)

…
足

立
区

咬

唏

こ

十
日
(

金
)

…
竹
の

塚

駅

東
口

・

中

川
小

学

校

二

十
七

日
(

金
)

…

興
4

小

学
校

三

十
日
(

月
)
E

北
F

住

鈬
東

口
(

時

間

は

、斗

前
十

時
I

午
臟
1

時
一

定
期
予
防
椄
種
(
三
種
混
合
)

の
一
期
三
回
目
と
二
期
の
接
種

日
は
、
一
月
十
一
日
(
水
)
で

す
。
お
忘
れ
な
く
。

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
保

健
所
ま
た
は
区
役
所
保
健
予
防

係
へ
ど
う
ぞ
。

(
1
)
医
9
幼
壌
を
あ
げ
る
た
め
の
各

糒
の
呰
瀁
お
よ
び
桁
4

(
2
)
僚
養
依
葛
を
改
溯
す
る
た
め
の
　
　

各
穢
の
指
導

▽
訪
問
す
る
日
数
…
月
二
回
程
度
W

訪
問
し
て
指
導
す
る
機
関
…
『
足

立
区
医
師
会
J

W
側
人
負
担
お
よ
び
所
得
制
限
が
あ

り
ま
せ
ん
。

ソ
提
出
す
る
濳
類
…
巾
纃
爵

申
請
・
問
い
肖
わ
せ
光
…
K
吮
所
咎

人
繃
祉
係

―
私
立
保
育
園
―

入
園
児
を
追
加
募
集

私
立
聖
保
斉
一
(

舎
人
一
1
1旧
ミ
ー・

九
)
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

五
月
一
日
に
聞
園
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
つ
ざ
に
よ
り
剛
兜
を
募
集

し
ま
ず
。

衂
仏
一八
四

肖
叭

入
間
予
定
附

五
月
一
日
(
月
)

巾
騎
朋
間

一
月
十
日
(
火
)
～
二

十
四
日
(
火
)

巾
込
場
所

お
庄
ま
い
を
簪
輛
す

る
癶
礑
祉
事
務
所
に

崋
申
a
申
謫
書
、
そ
の
他
お
問
い
合

わ
せ
は
お
住
い
か
柵
轄
す
る
各
屬
祉

事
務
所
に
、
ま
た
、
前
記
以
外
の
園

児
募
集
に
つ
い
て
は
先
呼
(
十
l
月

二
十
日
号
)
を
ご
覧
の
う
え
お
早
め

に
申
込
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

うまの
お は なし

経
済
の
b
支
竃
に
加
え
円
高
と

恥
況
の
う
ち
に
抒
創
た
去
叱
島
さ

て
明
け
て
今
年
は
ウ
マ
气

区
政

も
き
ぴ
し
い
町
政
巾
消
の
な
か
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
愛
の
鞭
を
い
た

だ
き
、福
祉
朗
進
に
む
か
り
て
、ま

っ
し
ぐ
ら
に
駆
け
な
け
れ
ば
廴

。

で
は
馬
に
ち
な
ん
だ
話
を
す
こ

し
。。馬
の
罕
は
象
形
Z
宇
で
、
哨

首
、
た
て
が
み
、
胴
の
部
分
呎
ぶ

し
、
右
ド
の
曲
線
部
は
尾
を
、
四

つ
の
点
は
四
足
煢
ポ
す
。

馬
は
干
支
(
え
と
)
で
は
午
の

7

を

β
く

午
は

月

で

は

五

月

、
時

刻

で

は
以

の

十

。
。

時

に

な
る

か

ら

、

眼

午

、
午

陂

、
午

吸

な

ど
の

詒

が
で

き

た

。
方

角
で

い

う

と

真
溂

に

あ
た

り

、真

北

が
子
(
ね
)

だ

か

ら
南

北

線
を

子

午

線
と

い

う

。

ま

た
五

行
(

木

火

土
金

水
)

に

あ

て

は
め

る

と

「
火

」
に
あ

た

る

か

ら

内
午
(

ヒ

ノ

エ

ウ
マ
)

は

火

が

。一
つ
呶

な

今

だ

か

ら
丙

午

の

年

は

火

事
が

多
い

と

い

わ
れ

、
こ

の

年

に
生

ま

れ
た

婦

人

は
気

性

が

荒

く

、
結

婚

生
法
一
が
う

ま
く

い

か

な

い

な
ど

と

い
わ

れ

て

い
る

。
も

ち

ろ

ん
迷

僧
で

、
仮

討

的
に

見
て

も

そ

ん
な

爭

哭
は

な

い

。

馬
は

走

る

速
力

と

強
い

力

が
多

方

面

に
利

川

さ
む

廴
い

る

。
寿
命

は

約
一
石

降

。
成

鳥

は

一
日

穀
物

五
卻
、干
し
草
六
衂
、塩

二
十
g

、
穀
物
の
茎
一一

衂
、
カ
ル
シ
ウ
ム
少
々

と
も
の
す
ご
い
食
欲
で

あ
る
。
牛
飲
馬
食
と
い

わ
れ
る
の
も
無
理
は
な

い
。

区

に

関
係

の

あ
る

話

を
拾

う

と

第

十

回

国
際

文

通
週

間
で

北
癶

の

「
富
嶽
一
に
七

「
鼡
隅

田
川

闃
M

の

里

」
が

符
殊

郵

便
切

手

に
採

用

さ

れ

た

。(写

翼

右

〉

飛

脚

を
の

せ

て

街

遇

を
走

る
一

。一頭

の

篤

が
描

か

れ
て

い

令

兄

。り
さ
れ

た
昭

和
四

十
J

年

も

ウ
マ

晞
で

あ

っ
た

。

円

朝

の
人

綺

話

「
塩

簾
太

助
H

」
の

主
人

公
も

「
両

―

砕

ば

れ
た

篤
で

あ

る

。
太

助
の

蟇

は

区

内
山
一
叫

寺
に

あ
る

。

馬

は

ま

た
抑

祭
に

も

関
係

が

深

く

、
呻

の
褻

り

も
の

と

き
ね

、
そ

の

行
動

に
よ

っ

て

神
意

か
舌

つ

た

り
す
る
。
い
ま
ブ

ー
ム
の
親
禹
は
も

と
も
と
抻
啣
で
、

作
物
の
轢
凶
を
占

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

ま
た
二
月
の
は

じ
め
て
の
午
の
日

を
初
午
と
い
っ
て
、

橘
荷
神
社
で
祭
り

が
行
な
わ
れ
る
。

袿
前
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
(
足
立

に
は
独
符
の
千
住
絵
馬
が
あ
る
中

央
の
写
冥
)
や
希
い
鳥
糾
と
紅
白

の
の
ぼ
り
が
榔
愁
を
さ
そ
う
の
で

あ
る
。(左
の
写
真
は
佐
竹
稀
荷
〉

哲
さ
ん
お
な
じ
み
の
「
山
内
H

の
齎
」
の
話
や
、
中
国
a

楚

の
項
羽
が
鳥
江
で
の
愛
眤
7
騏
」(

す
い
)
ど
の
別
れ
な
ど
、
馬
ほ

ど
人
と
の
つ
な
が
り
が
傑
い
恥
物

は
な
飃

馬
に
つ
い
て
の
故
事
、

こ
と
わ
ざ
な
ど
も
数
多
く
あ
る
が

紙
面
が
な
い
の
で
こ
こ
で
結
び
と

し
た
い
。


